
映
』
発
刊
（
同
年
秋
）
な
ど
に
よ
っ
て
徐
々
に
高
ま
っ
た
。
デ
ア

・
シ
ュ
ト
ル
ム

木
版
画
展
は
ド
イ
ツ
の
シ
ュ
ト
ル
ム
社
主
催
、
国
民
美
術
協
会
協
賛
に
よ
る
も

の
で
、
こ
こ
に
は
新
帰
朝
の
山
田
耕
節
と
斎
藤
佳
蔵
（
大
正
二
年
卒
）
が
齊
し
た

ド
イ
ッ
表
現
派
系
を
主
体
と
す
る
版
画
が
展
示
さ
れ
た
。
こ
れ
に
強
い
刺
激
を

受
け
た
東
京
美
術
学
校
西
洋
画
科
生
徒
恩
地
孝
四
郎
、
藤
森
静
雄
、
日
本
画
科

生
徒
田
中
恭
吉
が
発
行
し
た
の
が
『
月
映
』
で
あ
る
。
こ
の
創
作
版
画
と
詩
の

同
人
雑
誌
は
発
行
部
数
が
ご
く
わ
ず
か
で
、
し
か
も
田
中
の
病
死
に
よ
り
大
正

四
年
十
一
月
に
第
七
号
で
終
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
そ
の
主
観
的
、
独
創
的
木
版

画
は
印
象
深
い
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、
恩
地
、
藤
森
と
い
う
二
人
の
版
画
家
の

出
発
点
と
な
っ
た
と
い
う
意
味
で
も
特
筆
に
値
す
る
。

次
い
で
大
正
五
年
に
は
長
谷
川
潔
、
永
瀬
義
郎
、
広
島
晃
甫
ら
が
日
本
版
画

倶
楽
部
第
一
回
展
を
開
き
、
ま
た
、
前
述
の
よ
う
に
山
本
鼎
が
帰
国
し
、
翌
六

年
二
月
に
は
国
民
美
術
協
会
展
に
お
い
て
西
洋
の
影
響
を
受
け
た
日
本
の
版
画

三
百
余
点
が
展
示
さ
れ
、
併
せ
て
橋
口
五
葉
（
三
十
八
年
卒
）
の
木
版
画
沿
革
に

関
す
る
講
浪
と
合
田
清
（
東
京
美
術
学
校
仏
語
嘱
託
教
師
）
の
西
洋
木
版
に
関
す
る

講
演
、
石
井
柏
亭
編
『
西
洋
の
影
響
を
受
け
た
る
日
本
版
画
』
の
発
行
、
西
洋

名
家
の
ニ
ッ
チ
ン
グ
の
展
示
が
あ
っ
た
。
以
上
の
よ
う
な
動
き
が
日
本
創
作
版

画
協
会
と
し
て
結
実
す
る
の
で
あ
り
、
そ
の
間
に
東
京
美
術
学
校
の
卒
業
生
や

生
徒
は
大
き
な
役
割
り
を
果
た
し
た
の
で
あ
る
が
、
学
校
自
体
は
版
画
教
育
の

開
始
に
は
消
極
的
で
、
漸
く
「
臨
時
版
画
教
室
」
が
設
け
ら
れ
た
の
は
昭
和
十

年
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
っ
た
。

③

寺
崎
広
業
の
辞
職
、
死
去

日
本
画
科
主
任
教
授
に
し
て
東
京
の
日
本
画
壇
を
代
表
す
る
寺
崎
広
業
は
大

教
授
に
昇
格
し
た
（
大
正
七
年

十
月
二
日
付
正
木
直
彦
宛
寺
崎
広
業
書
簡
。
本
学
芸
術
資
料
館
蔵
）
。

職
に
際
し
、
日
本
画
科
卒
業
生
、
在
校
生
た
ち
は
方
鼎
式
塗
金
銅
印
（
香
取
秀
真

作
）
を
贈
り
、
職
員
一
同
は
銀
印
二
顆
（
大
島
如
雲
作
）
を
贈
っ
た
が
、
そ
れ
か
ら

間
も
な
く
大
正
八
年
二
月
二
十
一
日
に
広
業
は
五
十
四
歳
の
若
さ
で
喉
頭
癌
の

た
め
死
去
し
た
。

広
業
は
日
本
、
中
国
絵
画
を
広
く
研
究
し
て
新
味
あ
る
日
本
画
を
描
く
こ
と

に
つ
と
め
、
岡
倉
覚
三
、
正
木
直
彦
の
信
任
を
得
、
本
校
教
授
と
し
て
、
ま
た

文
展
作
家
と
し
て
目
覚
ま
し
い
活
躍
を
続
け
た
。
「
大
仏
開
眼
」
（
第
一
回
文

展）
、

「
渓
四
題
」
（
第
三
回
文
展
）
等
が
代
表
作
と
さ
れ
る
。
正
木
直
彦
は
『
回

顧
七
十
年
』
に
「
寺
崎
広
業
」
の
一
項
を
設
け
て
「
大
仏
開
眼
」
制
作
当
時
の

模
様
を
詳
し
く
書
い
て
い
る
が
、
そ
の
為
人
に
つ
い
て
も
次
の
よ
う
に
記
し
て

い
る
。「

私
は
寺
崎
君
程
八
面
鋒
の
甕
家
は
無
い
、
と
思
っ
て
ゐ
た
。
他
の
人
と
は

〔込
ヵ
〕

仕
入
方
が
違
ふ
の
で
、
間
口
が
廣
く
奥
行
が
深
く
、
袋
の
中
か
ら
取
り
出
す

や
う
に
何
で
も
遣
れ
る
。
し
か
も
自
分
は
、
常
陸
笠
間
の
城
主
の
後
で
あ

る
、
と
云
ふ
て
居
っ
た
位
で
、
氣
位
が
高
く
、
規
模
の
大
き
い
と
こ
ろ
が
あ

寺崎広業

正
六
年
夏
こ
ろ
よ
り
健
康
を

損
ね
、
同
七
年
十
一
月
に
辞

職
し
た
。
そ
の
推
鷹
に
よ
り

文
展
審
査
委
員
に
は
広
業
の

後
任
と
し
て
結
城
素
明
が
選

ば
れ
、
ま
た
、
松
岡
映
丘
が

広
業
の
本
校
辞
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で
、 る

。
と
云
つ
て
、
苦
努
を
し
て
来
た
の
で
、
謹
骰
で
は
あ
る
が
蒜
落
で
あ

り
、
清
濁
兼
せ
呑
む
の
概
が
あ
っ
た
の
だ
。」

「
廣
業
は
霊
壇
の
大
隈
さ
ん
の
や
う
な
人
で
あ
っ
た
。
一
人
ゐ
る
と
、
何
に

よ
ら
ず
賑
か
で
、
非
常
に
引
立
っ
た
も
の
で
あ
る
。
酒
を
飲
む
と
一
屈
陽
氣

〔

な

〕

に
よ
り
、
唄
ひ
且
つ
踊
る
の
で
あ
っ
た
。
弟
子
の
中
に
は
、
歌
右
衛
門
、
利

左
衛
門
の
や
う
な
役
者
や
、
常
陸
山
の
や
う
な
相
撲
と
り
を
は
じ
め
、
い
ろ

ん
な
藝
人
な
ど
が
あ
り
、
他
に
見
ら
れ
ぬ
華
や
か
な
も
の
で
あ
っ
た
。」

ま
た
、
脇
本
楽
之
軒
は
広
業
の
七
回
忌
に
因
ん
で
『
万
朝
報
』
（
大
正
十
四
年

二
月
二
十
六
日
）
で
「
寺
崎
広
業
を
憶
ふ
」
と
題
す
る
一
文
を
掲
げ
、
そ
の
な
か

「
廣
業
位
、
い
は
ゆ
る
死
し
て
悔
な
き
生
活
を
し
た
人
間
は
餘
り
世
間
に
類

が
な
い
だ
ら
う
。
光
風
審
月
、
正
に
竹
を
割
っ
た
や
う
な
人
物
で
あ
っ
た
。

親
分
と
も
い
は
れ
た
。
大
正
の
文
見
と
も
い
は
れ
た
。
確
か
に
其
評
の
如
く

豪
快
な
男
で
、
正
面
の
床
に
は
東
山
名
物
偉
呉
道
子
筆
の
観
昔
岡
を
懸
け
た

敷
十
牲
敷
の
大
廣
間
で
あ
る
所
の
甕
室
兼
客
間
は
毎
日
市
を
な
す
程
の
客
で

あ
っ
た
。
」

「
廣
業
の
霊
は
、
晩
年
よ
ほ
ど
老
蒼
の
氣
を
含
ん
で
ゐ
た
。
今
頃
ま
で
生
き

〔

。

〕

て
ゐ
た
ら
、
こ
れ
は
観
山
君
や
大
観
君
な
ど
の
作
品
を
見
る
に
つ
け
て
も
必

す
思
ひ
出
す
こ
と
で
あ
る
。
あ
の
氣
塊
充
満
せ
る
一
種
の
骨
氣
、
恐
ら
く
あ

れ
は
廣
業
と
共
に
東
洋
霊
坦
か
ら
永
久
に
滅
び
た
の
で
は
な
い
か
と
悲
し
ま

れ
る
こ
と
が
あ
る
。
」

と
言

っ
て
い
る
。
森
落
で
さ
っ
ば
り
し
た
親
分
肌
の
気
性
、
華
や
か
な
生
活
振

り
は
生
前
も
よ
く
話
題
に
な

っ
た
が
、
臨
終
の
際
も
、
い
か
に
も
広
業
ら
し

く
、
幾
日
も
前
か
ら
各
新
聞
が
病
状
を
報
じ
、
多
数
の
門
弟
や
知
人
に
取
り
囲

ま
れ
て
他
界
す
る
涅
槃
の
よ
う
な
さ
ま
が
大
き
く
報
じ
ら
れ
た
。

二
月
二
十
四
日
の
葬
倣
も
実
に
盛
大
で
あ
っ
た
。
翌
日
の
『
東
京
朝
日
新

聞
』
に
よ
れ
ば
、
小
石
川
関
口
町
の
邸
を
出
た
葬
列
は
三
百
の
門
弟
が
柩
を
護

り
、
数
丁
に
亙
る
大
行
列
で
あ
っ
た
。
先
払
い
に
続
く
は
各
界
名
士
か
ら
の
生

造
花
、
花
環
数
十
対
、
総
泉
寺
住
職
導
師
ら
の
乗
っ
た
二
台
の
馬
車
、
門
下
生

三
浦
広
洋
（
三
十
八
年
日
本
画
科
卒
）
の
捧
持
す
る
「
寺
崎
広
業
先
生
之
柩
」
の
銘

旗
（
正
木
直
彦
筆
）
。
そ
の
後
に
中
川
華
堤
、
鳥
谷
幡
山
、
稲
田
吾
山
ら
門
下
生

が
勲
章
、
香
炉
、
位
牌
を
捧
げ
て
従
い
、
次
い
で
白
木
の
柩
が
野
田
九
浦
、
須

田
霞
亭
、
蔦
谷
龍
岬
（
四
十
三
年
日
本
画
科
卒
）
、
菊
沢
武
江
（
四
十
五
年
同
）
、
伊

藤
龍
涯
（
三
十
六
年
同
）
、
矢
沢
弦
月
（
四
十
四
年
同
）
、
塩
崎
逸
陵
（
四
十
年
同
）
、

ひ
ろ
と
し

町
田
曲
江
以
下
十
六
名
の
門
下
生
に
護
ら
れ
て
進
み
、
こ
れ
に
喪
主
広
載
、
副

喪
主
広
節
、
二
百
余
名
の
門
下
生
が
続
き
、

一
方
、
浅
草
橋
場
の
総
泉
寺
で
は

本
校
生
徒
、
竹
内
栖
鳳
、
横
山
大
観
、
小
堀
靭
音
、
小
室
翠
雲
、
今
泉
雄
作
、

福
原
錬
二
郎
、
黒
板
勝
美
、
正
木
直
彦
そ
の
他
千
余
名
が
葬
列
を
出
迎
え
た
。

そ
し
て
型
ど
お
り
の
葬
式
に
続
い
て
本
校
校
長
正
木
直
彦
、
帝
室
技
芸
員
総
代

高
村
光
雲
、
本
校
卒
業
生
総
代
結
城
素
明
、
門
下
生
総
代
鳥
谷
幡
山
、
友
人
総

代
岡
田
朝
太
郎
博
士
ら
の
弔
辞
朗
読
が
あ

っ
た
。
遺
骸
は
総
泉
寺
に
埋
葬
さ
れ

こ。f
 広
業
歿
後
、
関
口
御
殿
と
呼
ば
れ
た
旧
居
は
家
宝
と
と
も
に
売
却
さ
れ
、
信

州
上
林
の
別
荘
は
広
業
と
親
交
の
あ
っ
た
永
平
寺
管
長
日
置
黙
仙
禅
師
に
譲
ら

れ
、
広
業
山
上
林
寺
と
な
っ
た
。
家
塾
の
天
籟
画
熟
は
わ
が
国
最
大
の
画
塾
と

789 第19節 大正 8年



④
 

ま
で
言
わ
れ
た
が
、
大
正
八
年
八
月
に
解
散
し
た
。
翌
九
年
二
月
二
十
一
日
に

は
競
谷
の
伊
香
保
で
広
業
忌
が
営
ま
れ
、
次
い
で
五
月
一
日
か
ら
一
週
間
、
天

籟
会
主
催
の
広
業
遺
墨
展
覧
会
（
竹
の
台
陳
列
館
）
が
あ
り
、
そ
の
十
一
月
に
は

天
籟
会
編
の
『
広
業
偉
観
』
が
発
行
さ
れ
た
。
な
お
、
外
に
作
品
集
と
し
て
は

広
業
の
生
前
に
審
美
書
院
か
ら
発
行
さ
れ
た
『
広
業
画
譜
』
一

、
二
（
明
治
四
十

三
年
、
大
正
六
年
）
が
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
本
校
の
教
官
、
旧
教
官
が
死
去
し
た

際
に
は
校
友
会
月
報
に
追
悼
記
事
が
載
る
の
が
常
で
あ
り
。
広
業
の
よ
う
な
大

家
は
な
お
さ
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
が
無
い
と
こ
ろ
を
見
る
と
、
編
者
が

失
念
し
て
し
ま
っ
た
ら
し
い
。

工
芸
部
改
革
の
検
討

大
正
五
年
の
東
京
美
術
学
校
改
革
運
動
以
来
、
根
本
的
改
革
の
必
要
性
が
指

摘
さ
れ
て
い
た
工
芸
部
（
図
案
科
第
一
部
、
金
工
科
、
鋳
造
科
、
漆
工
科
）
で
は
、

種
々
協
議
を
重
ね
た
結
果
、
同
八
年
―
―
一
月
に
ま
ず
教
育
課
程
の
改
正
案
で
あ
る

「
工
芸
美
術
部
仮
規
定
」
を
ま
と
め
た
。
そ
の
要
旨
は
学
科
課
程
を
普
通
科
二

年
、
本
科
三
年
と
し
、
普
通
科
で
美
術
に
関
す
る
基
礎
教
育
（
日
本
画

・
鉛
筆

画
・
水
彩
画

・
木
彫

・
塑
造
等
の
実
技
と
美
術
史

・
工
芸
史

・
風
俗
史

・
用
器
画

・
文

学
等
の
学
科
お
よ
び
修
身
、
体
操
）
を
十
分
受
け
た
あ
と
に
本
科
へ
進
み
、
専
門
の

技
術
を
学
ぶ
こ
と
と
し
、
ま
た
、
生
徒
は
美
術
部
の
学
科
の
聴
講
も
で
き
る
よ

う
に
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
本
校
創
設
当
初
の
規
則
で
は
普
通
科
二

年
、
専
修
科
三
年
と
さ
れ
、
基
礎
教
育
重
視
の
方
針
が
と
ら
れ
て
い
た
が
、
エ

芸
部
で
は
今
回
こ
の
方
針
を
復
活
す
る
こ
と
に
決
し
た
の
で
あ
っ
た
。

工
芸
部
に
お
け
る
こ
う
し
た
改
革
の
試
み
は
世
の
関
心
を
ひ
き
、
新
聞
に
も

次
の
よ
う
に
報
道
さ
れ
た
。

時
節
到
来
の
美
術
學
校

大
鋏
陥
と
云
は
れ
て
居
た
エ
藝
部
の
数
育
方
針
一
新

彫
刻
園
案
錨
造
三
科
の
動
揺

多
年
懸
案
の
東
京
美
術
學
校
革
新
問
題
も
今
回
正
木
校
長
英
断
の
下
に
愈
々

解
決
さ
れ
る
時
機
が
来
た
や
う
で
あ
る
、
革
新
と
云
つ
て
も
日
本
聾
科
、
西

洋
聾
科
〔
、
図
画
〕
師
範
科
等
に
は
殆
ん
ど
闊
係
が
な
く
矢
張
り
同
校
の
最

大
鉄
陥
と
云
は
れ
て
居
る
彫
刻
科
闘
案
科
錆
造
科
の
上
に
係
る
問
題
で
あ
る

先
づ
改
革
の
手
は
第

一
に
エ
藝
郡
全
憫
の
数
育
制
度
の
嬰
改
か
ら
着
け
始

め
ら
れ
た
、
従
来
工
褻
部
は
五
箇
年
修
業
中
豫
備
赦
育
が
三
箇
月
、
質
技
赦
育

が
四
年
七
箇
月
で
あ
っ
た
が
最
も
美
術
家
ら
し
い
宜
技
家
を
養
成
す
る
と
云

ふ
新
方
針
の
下
に
此
四
月
か
ら
豫
備
的
美
術
赦
育
を
二
箇
年
に
宜
技
赦
育
を

三
箇
年
に
愛
改
質
施
す
る
教
育
の
根
本
的
刷
新
で
非
常
な
進
歩
と
云
つ
て
よ

い
、
次
に
来
る
べ
き
は
錨
造
科
圏
案
科
及
び
美
術
部
中
彫
刻
科
の
人
の
問
題

で
あ
る
聞
く
所
に
依
れ
ば
錨
造
科
主
任
櫻
岡
〔
三
四
郎
〕
教
授
は
病
氣
隠

退
、
助
赦
授
津
田
信
夫
氏
は
教
授
に
昇
進
と
決
定
近
々
装
表
の
筈
、
又
櫻
岡

氏
の
後
任
は
英
オ
香
取
秀
員
氏
を
抜
く
為
め
目
下
同
氏
に
交
渉
中
で
あ
る
、

閾
案
科
で
は
四
園
の
事
情
上
島
田
〔
佳
突
〕
主
任
赦
授
の
隠
退
と
な
る
べ
く
後

〔場〕

任
と
し
て
學
校
出
身
の
英
オ
小
幡
恒
吉
、
十
二
町
貞
吉
、
澤
田
誠
一
郎
三
氏

〔湯〕

が
敷
へ
ら
れ
其
中
小
幡
氏
の
呼
び
磐
が
一
番
高
い
建
築
圏
案
科
及
び
金
工

科
も
多
少
の
動
揺
は
あ
る
が
建
築
科
に
古
宇
田
宜
主
任
が
あ
り
金
工
科
に
海

野
美
盛
主
任
が
居
る
か
ら
、
大
し
た
改
革
の
餘
地
は
あ
る
ま
い
、
最
後
に
難

物
中
の
難
物
は
彫
刻
科
で
あ
る
が
、
今
度
彫
塑
郡
主
任
の
白
井
雨
山
氏
が
急

〇
革
新
の
手
入
が
始
ま
る

第2卒 制度改革期 790 


